
認 定 書

国住 参建第 1217号
令和 5年 9月 25日

吉野石膏株式会社

代表取締役 須藤 永作 様

国土交通大臣  斉藤

下記の構造方法等については、建築基準法第 68条の 25第 1項 (同法第 88条第 1項にお

いて準用する場合を含む。)の規定に基づき、同法施行令第 46条第 4項表―の (人)の規

定に適合するものであることを認める。

記

1.認定番号

FRM―-0737

2.認定をした構造方法等の名称

厚 12.5■mlボー ド用原紙張ガラス繊維混入せつこう板/ド リリングタンピン

ねじDTSN 4.2× 32/外周部@75■Hl、 中通り@150血■1/受材留め付け間隔N900150■Hl

/大壁造の床勝ち仕様/木造軸組耐力壁における構造方法

3.認定をした構造方法等の内容

3.0の倍率を有する軸組と同等以上の耐力を有する軸組

男可添の通 り

(注意)こ の認定書は、大切に保存しておいてください。



別添

1.構造方法の名称

厚 12.5mmボード用原紙脹ガラス繊維混入せつこう板/ドジジングタンピンねじDttN 4.2× 32/

タト周部275mm、 中通り@1側mЩ/受材留め付け間隔N90しの15(胤m/大壁造の床勝ちtヒ影

中

2. 樺裁歯α羽期醒零

(1)面本オの概要

a)面材の名称

ボー ド用原紙張ガラス絨維混入せつこう板

b)面本オα球寺がυ覧軸

面材の断面図を図1に示すとまた、その構成材及び組成を表 itづ計九

せっこ

(寸法単位 :mm)

図 1酎 オの断面図

表 1構成材及榔 賊

（〇
吟
．〇
十
）い
．ω
引

鶏
~面

本オ :

ボー ド用

願

組成などは社外秘とさせていただきます。

芯 材 :

ガラ界錫維

臥

せつこう板

組成などは社外秘とさせていただきます。
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c)韓

d)狼l励醐

図2に示すベベルエッジ又はスクェアエンジとする。

2-6

ベベルエッジ スクエアエンジ

図2側 面加蜘

(寸法単位細0

e)駆 の群

国土交通大臣の認定を取得した面材 鱒 :NM‐5511)に紺し、面材の厚さ効 色囲を制約

してVヽる。

性   能 :伊畷方法臆ЛSA6901:附 14による。)

譜

(°/。)

曲韓 ω 単位面積当たりの質量

帥 つ長さ加 蜘

3以下 5(X)以上 2(X〉 甦 927～11.33

観 :ボード用原紙張ガラス繊維混入せつこう板の両面及び側面にとよ 使用上有害な欠け、

割陥、汚れ、きずなどがあつてはならなし、

(2)珈離財刺雰翻腰

６
ゆ
．０
↓
ゆ
．ミ
ロ

外

厚さ (mm) 幅 (―) 長さ (41m)

韓 12.5 900-1(XXl 18∞―額 )(l

緯 0判 .5 -3へ<l 043

部  位 寸 法 等

柱、土台、胴承 桁、梁 麟 見付け105mmX見込み 105mm以上

螂 蝉 附 け45mm×見込み105mm雄

F離 囃 謝 け27mm×見込み 105mm以上

】同つなぎ 麟 坂rttけ 60mmXj砥辺ジ井45mm,tL
二兵材 蝉 見付け30-45mm× 見込み 4〔近nn以上

柱の間隔 900mm―頸XXhm

画材の鶴手となる継手間柱と柱のFttH偏 9臨 m～1(XX脱

間柱と柱又は間柱と継手間柱の間隔 450mm―醐 0盟m

横架材間の内法寸法

1蒻G民り 囲 5-以 上4085-以下

鰍 き穏長り 下狼l蹴長さ1820mmの場合 :2155mm以上

4395mm以下

下狽l麟オ長さ27娩mの場合 :314(面 以上

4395mェ 以下

下狽l耐オ長さ30箋近nmの場合 :3515mm以上

4395mm以下
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(3)接合具の徹様

規 格 名 称 :ドジリングタンピンねじ

規 格 番 号 :JISB l勇 :閉15

種   類 :十学穴付きトランペットドリジングタンピンねじ

呼  び :げ醍N4.2× 32

(4)その他嚇

a)床下蝉 の品質的凩切耐碑事に関する法律 (羽成■年法件第81号l― ~lゆ
き、

定められた評価う膿藝準に記載の        面材を原則とする。床
~F士

防 lま 日本― お岳の

構進用合板等の品質が明らかな蘭材で、厚さ12hm以上嵌近nm以下とする。

b)受材の接合具

規 格 名 称 :く ぎ

規 格 番 号 :JISA5508:Ж X)9

種  類 :鉄丸くぎ

呼  び :N90

c)対 麟 韓

規 格 名 称 :く ぎ

規 格 番 号 :JISA5508:閉∞

種  類 :鉄丸くぎ

呼   び :N5(l、 N65またはN75
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3,磁 壁軸 範囲

(1)当蒻爾歿卵朔 した耐力壁軸 範囲tよ 走聯基準閥懸群 40条から第拇 条 (ただし、第 48条

第 2項は除く)に準拠した木造軸組とする。

(2)当該耐力壁は,外周壁の屋外側下勉比 朝 貝ll下鶏オ及び内部壁の下閣囲弱 いるものとする。当該

耐力壁を外周壁の屋外側下地材として用いる場合は、防水紙その他邁切な防水措置を講じるものとす

る。

(3)蜘 玲 第46条第 4項の表 1に定める軸組又は昭和 56網割 硲 飾 韓 11(X)号に定める

軸組を併用する場合は、倍率の数値 5を限度としてそれぞれの倍率の数値を加算できるものとする。

4.而すヽ力壁の施工t際の腰

(1)鞠材

①性と土台、炉騰(桁および梁 (以下、横架材と記幻 の断面寸法は見付け105mm× 見込み105-以
上とする。

②間柱の断面萌勾規 付け27mm×見込み1(15mm以上とする。

③画材の横方向の継手となる継手間住の断面寸法は見付け45mm×見込み105mm以上とする。

④面材の縦方向の鶴手となる胴めなぎの断面寸法は見付け6(れm×見込み45mm以上とする。

③面材を留め付ける浮異本オの断面寸法は見付け30-45mm×見込み4(ぬm以上とする。

⑥性の間隔lk 9(10mm以上20肛瓶m以下とする。

⑦面材の継手となる継手間柱と柱の間隔
`よ

9(X脱以上1(XX腕 以下とする。

③間柱と柱又は聞柱と継手間柱の間隔は、45(濫m以上501恥以下とする。

◎画材が取り付く胴めなぎは、床下地材を介して留め付けた受材下部から182-又は273(ぬm又は

303(瓶mの位置 0陣な謝 に取付ける。

的 の内法寸法について、1枚張りの場旬ま1235-以上4085-以下、縦継ぎ張り場 合は

2155mm以上4395mm以下とする。

(2)面球オの釧寸

酎オ国朝飢こ画張りとし、張り方
`ま

俵築閉報司的 なぎを設けて 2枚脚 ぎ張りとする力＼また

とまと枚の板で縦張りとする。ただし、脚 ぎ張りとする場合、下側の面材長さが 182(れmで上

側の面材長さが335mm-2575血m、 下側の面材長さが27-で 上側の面材長さが41(hn～1665mm

または下側の画材長さが3()30mmで上側の面材長さが485mm～1365-とする。いずれの場合も面材の

かかり代が最小で床下地材厚さが3(れma場合の値を示す。
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(3)面本オの留め付
`す

C面材は、 ドリリングタンピンねじD13N4.2X32を用いて、面材の恭同部ではねじ相互のマーキング

間隔を75- (マーキングからのずれの諮 差 :±8-)以下で柱、横架材、受材、蠅 月同つ

なぎに、面材の中通りの部分ではねじ相互のマーキング間隔を15()― lマーキングからのずれの許容

差 :± 15-)以下で聞柱に留め付ける。ただし、面材端部に間隔の狭い箇所が集中するような極端

な配置とならないようにする。

②ぬじが有効に作用するように、面材の端部とねじとの間隔 (へりあき醐 は、受材、横架材及び胴

つなぎでは15血血 (許容差 :± 3mm)、 柱及び継手聞柱では1'mィng酵競室:±2-)とする。

③面材の外周部及び中通りの部分におけるねじ木数について、面材の長手方向及び短手方向の辺長 α玉、

L)からへりあき,霞監(E二十E2、 Ll+磁)を減じた長さ lH olキH2)、 L(Ll+L21)を算出し、その

長さを各部のねじ間隔 (P、 Q)で除する。

外周部のねじ本数はそり直の′lヽ数第一位を切り上げて1を加えた値とし、中通りの部分のねじ本数は

その値の万蕩悌汁位を切り上げて1を減じた値とする。

なお、図 3に示す通り、面材四隅のねじは長手・短手両方向のねじ本数として数えることとするが、

中通りの部分と外周部のねじを結ぶ直線上のねじは、中通りの部分のねじ本数として数えないものと

する。また、ねじ本数の一覧を表21づ計九

ここで、Lは 900-～ 1(X10-の くゞ 綸 笠雅駄Hは耐力壁の施工仕様に応じた下側もしくは上側

の面材長さの億 Hl及びH2は 15mm、 Ll及び乾 は12-、 Pは 75mm、 Qは 15恥 とする。

鏑 オの力功 りゝ代は、柱lま 45mm妖虫 様醐跡オは3(瑾m以虫 継調闇囲ま20-雄 、勇伽ま3(腕

以上、胴bなぎは3C面 以上とする。

⑤ねじ留めは、面材に表示されたねじ留めの位置に従つて行い、表示のない位置は施工時にマーキング

等した後にねじ留めする。

⑥面材の鶴調軸勅 向および横方向とも突き付けとなるようにする。

⑫ねじ,よ 面材表面に面―になるように留め付ける。
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にIII]:外周部長手方向のねじ

「

二下二:外周部短手方向のねじ

躍霞殿藍れ 中通り部のねじ

図3各部のねじ本数
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表 2 ねじ本数一覧

間隔

ドジリン

外周部間隔  75mm
中通り間隔  150mm
面材長辺からの縁端距離

面材短辺からの縁端距離

面材外周部 短手方向長さ

面材外周部 長手方向長さ

縦継ぎ張りの上側面材

縦継ぎ張りの下側面材

タ ッ じ DTSN 4.2× 32

以下

以下

柱・継手間柱位置   1241m
胴つなぎ位置    15mm
横架材・受材位置   15mm
900mm以 上 924mm以 下

924mm以 上 999mm以 下

999mm以 上 1000mm以 下

335mm以 上 405mm以 下

405mm以 上 480mm以 下

480mm以 上 555mm以 下

555mm以 上 630mm以 下

630mm以 上 705mm以 下

705mm以 上 780mm以 下

780mm以 上 855mm以 下

855mm以 上 930mm以 下

930mm以 上 1005mm以下

1005mm以上 1080mm以 下

1080mm以上 1155mm以 下

1155mm以上 1230mm以 下

1230mm以上 1305mm以 下

1305mm以上 1380mm以 下

1380mm以上 1455mm以 下

1455mm以上 1530mm以 下

1530mm以上 1605mm以 下

1605mm以上 1680mm以 下

1680mm以上 1755mm以 下

1755mm以上 1830mm以 下

1830mm以上 1905mm以 下

1905mm以上 1980mm以 下

1980mm以上 2055mm以下

2055mm以 上 2130mm以下

2130mm以 上 2205mm以下

2205mm以 上 2280mm以下

2280mm以 上 2355mm以下

2355mm以 上 2430mm以下

2430mm以 上 2505mm以下

2505mm以 上 2575mm以下

1820mm
2730mm
3030mm

本数 13本

14本

15本

6本

7本

8本

9本

10本

11本

12本

13本

14本

15本

16本

17本

18本

19本

20本

21本

22本

23本

24本

25本

26本

27本

28本

29本

30本

31本

32本

33本

34本

35本

25本

37本

41本

1枚張りの面材 1235mm
1305Hlln

1380■lm
1455mm
1530mm
1605mm
1680mm
1755mm
1830■lm
1905H壇4
1980Hlxn

2055=ェm

1305mm以 下
1380mm以 下
1455mm
1530xxlin

1605■lin

1680mm
1755mm
1330mm
1905■lm
1980min
2055min
2130m取ェ

上

上

上

上

上

上

上

上

以

以

以

以

以

以

以

以

以上

以上

以上

以上

18本

19本

20本

21本

22本

23本

24本

25本

26本

27本
28本

29本

下

下

下

下

下

下

下

下

下

下

以

以

以

以

以

以

以

以

以

以
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面材中通 り長手方向長さ

縦継ぎ張りの上側面材

縦継ぎ張りの下側面材

1枚張りの面材

2130mm
2205江ユIn

2280mm
2355mm
2430mm
2505mm
2580■ lxn

2655Hxm
2730Hlxn

2805■ 1=n

2880mm
2955m=n
3030HHn
3105mm
3180■lm
3255HHn
3330Hlェn
3405Hュ In

3480Hlxn

3555Hェ In

3630撤m
3705mln
3780mln
3855mm
3030mm
4005Hl14

4080mlxュ

335Hlm
480瞼m
630mm
780mm
930mm
1080mm
1230m14
1380■lm
1530mm
1680mm
1830mm
19801nm
2130mm
2280mm
2430mm
1820Hllm

2730Hl14

3030HHn

1235mm
1380mm
1530mm
1680mm
1830mm
1980mm
2130mェn
2280mttn

2430mm
2580Hl14
2730mm

以上

以上

以上

以上

以上

以上

以上

以上

以上

以上

以上

以上

以上

以上

以上

以上

以上

以上

以上

以上

以上

以上

以上

以上

以上

以上

以上

以上

以上

以上

以上

以上

以上

以上

以上

以上

以上

以上

以上

以上

以上

以上

2205min
2280■Hn
2355min
2430■ lin

2505mm
2580mm
2655mm
2730mm
2805mm
2880■lm
2955■lm
3030■ lxn

3105mm
3180■ 114

32554114

3330Hl■ 1

3405Hll■

3480■ 1ln

3555mm
3630Hlュn
3705mm
3780蔵ユI温

3855Hlm
3980m:n
4005m14
4080HHn
4085mm

480mm
630Hlm
780mm
930■lln

1080Hlェ n
1230■114

1380mm
1530mm
1680■114

1830mm
1980Hlin

2130■ lln

2280m14
2430■114

2575mm

1380Hl:4

1530■1運l

1680nlェ4
1830411n

1980H班4
2130mm
2280■ln
2430mm
2580mm
2730mェn
2880Hlxn

以下

以下

以下

以下

以下

以下

以下

以下

以下

以下

以下

以下

以下

以下

以下

以下

以下

以下

以下

以下

以下

以下

以下

以下

以下

以下

以下

以下

以下

以下

以下

以下

以下

以下

以下

以下

以下

以下

以下

以下

以下

以下

2本

3本
4本

5本

6本

7本

8本

9本

10本

■本
12本

13本

14本

15本

16本

11本

17本

19本

8本

9本

10本

11本

12本

13本
14本

15本

16本

17本
18本

30本

31本
32本

33本

34本

35本

36本

37本

38本

39本

40本

41本

42本

43本

44本

45本
46本

47本

48本

49本

50本

51本

52本

53本

54本

55本

56本

または

または

または

または

または

または

または

または

または

または

または

または

または

または

または

または

または

または

または

または

または

または

または

または

または

または

また|ま

また|ま

または

以上

以上

以上

以上

以上

以上

以上

以上

以上

以上

以上

3本

4本

5本

6本

7本

8本

9本

10本

11本

12本

13本

14本

15本

16本

17本

12本

18本

20本

9本

10本

11本

12本

13本

14本

15本

16本

17本

18本

19本

下

下

下

下

下

下

下

下

下

下

下

以

以

以

以

以

以

以

以

以

以

以
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2880xnュn
3030■ 11■

3180EH4
3330Hlln

3480Hl=n

3630Hlm
3780■lm
3930■1=4

4080Hlm

3030mm
3180Hlx4
3330mm
3480mm
3630mm
3780mm
3930■ 1ェn
4080Hl=4

4085mm

以上

以上

以上

以上

以上

以上

以上

以上

以下 19本 または 20本

以下 20本 または 21本

以下 21本 または 22本

以下 22本 または 23本

以下 23本 または 24本

以下 24本 または 25本

以下 25本 または 26本

以下 26本 または 27本

(4)その他の施正仕様

当該耐力壁下部の床下地材の取り付け方法は、横架材に直接留め付ける仕様とし、原則として板厚に

応じて以下の方法とする。

①厚さ1‰!n以上15mm以下の場舗ま、鉄丸くぎN50い A55()3:2(XO)

②

「

早さ15mm超え笈hm以下の場合は、鉄丸くぎN65(孤SA55(18:2(XЮ )

③厚さ囲的m超え3臨盪以下の場舗k鉄丸くざN75 1ЛSA5508:2(X19)

くぎ相互のFF月隔lま 1斑施m以下で横架材に留め付ける。
嘉兵ォォは見付け3(l-45-X見込み40mm以上とし、鉄丸くぎN90 1ЛSA5508:20091を用いてく

ぎ相互の間隔を1開mm以下で床下地材を介して、横架材に留め付ける。

(5)力顔図

脚 を図4～図7tづ計九
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